


















− 23 −

ナノ粒子の物性の違いが角層作用過程におけるナノ粒子と角層の相互作用に与える影響の検討　─放射光 X 線を用いたアプローチ─

の相互作用により、ベシクル構造からラメラ構造への構
造変化が起こり、角層上に積層することでTAの浸透が起
こるものと推察された。1H-NMRの結果から、GLやDG
はTA-PNsの表面に存在し、脂質膜の流動性に変化を与
えていることが明らかとなっている。そのため、ポリオ
ールはベシクル構造からラメラ構造への転移を促進する
効果があるものと推察された。またFig. 7 の解析結果から、
S=0 .10nm-1 に出現したピーク強度がGLとDGで 2 倍とな
っていたこと、TAの真皮への浸透量はDG添加系の方が
多かったことを考えるとDGの方がベシクル構造からラメ
ラ構造への促進効果が高いものと考えられ、このベシクル
からラメラ構造への構造変化のしやすさがDG添加系にお
けるTAの皮膚浸透性向上の一助となっているものと推察
された。

４．総　括

　以上一連の結果から、放射光X線を用いることにより物
性の異なるTA-PNsがTAの皮膚浸透を促進するメカニズ
ムを明らかにすることが可能となった。この一連の研究成
果は、コスメトロジー研究の発展の一助となると考えられ
る。
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Fig. 13　Speculated mechanism for the effect of polyol in the TA-PNs formulation 
on the lamination forming (a) TA-PNs, (b) GL containing TA-PNs, (c) DG 
containing TA-PNs.


